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………村内News

元気いっぱい１年生
　４月 10日（火）に、平成 30年度湯山小学校入学式が行わ

れ、男子４名、女子４名の計８名が入学しました。緊張して

いた様子でしたが、一人一人はきはきと返事をしていました。

大きな夢を持ち、仲良く、楽しく、力いっぱい努力できる１

年生として頑張ってください。

ご入学おめでとうございます
　４月10日（火）に、平成30年度岩野小学校入学式が行わ

れました。多くのご来賓や保護者の皆様に見守られなが

ら、元気に入場してきた新入生15名。少し緊張していた様

子も見られましたが、担任の先生の呼名に、全員元気に「は

い」と返事をすることができました。これからの学校生活

を楽しく過ごしてください。

【
右
か
ら
】

　

椎し

い

ば葉　

佳か

の

ん音

　

橋は
し
も
と本　

恵え

な奈

　

谷た
に
は
た端　

虹に

い

な七

　

加か

と

う藤　

楓ふ

う

り涼

　

山や
ま
も
と本　

大だ
い
す
け輔

　

川か
わ
は
ら原　

哲て

っ

た太

　

濱は
ま
か
わ川　

朔さ

く

や哉

　

上か

ん

め

ら

米
良
誠ま

こ

と人

【
右
か
ら
】

（
２
列
目
）

平ひ

ら

い井　

桜ら

な奈

米よ
ね
も
と本　

百も

か花

唐か
ら
か
ま鎌　

陽は

る

と人

中な
か
む
ら村　

光こ
う
す
け佑

信の
ぶ
く
に國　

瑛え

い

と音

西に
し　

　

航こ
う
へ
い平

恒つ
ね
ま
つ松　

海か

い

り吏

石い
し
ば
し橋　

大だ

い

き輝

（
１
列
目
）

多た

だ田
芽め

い

な

依
夏

藤ふ
じ
わ
ら原　

結ゆ

い

な菜

西に
し　

　

望の

あ愛

下し
も
ぞ
の薗　

　

咲さ
き

椎し

い

ば葉　

真ま

ほ帆

川か
わ
は
ら原　

兎う

た汰

尾お

が

た方
と
い
ろ

岩野小学校入学式

湯山小学校入学式



3 2018.5　広報　みずかみ

村内News………

春の全国交通安全運動

　４月６日（金）から15日（日）までの期間、春の全国交通安全運動が展開され、初日

には、４町村合同推進大会が水上村村民体育館にて行われました。本村をはじめ、あさぎ

り町、多良木町、湯前町より各種関係団体300名ほどが参加。

　あさぎり町の和太鼓団体「一期一会」がオープニングを飾り、交通安全講話（上杉さん

と源島さんによる漫才）で会場は盛り上がりました。本村からは、岩野小学校新１年生の

信
のぶくに

國瑛
えい と

音くん、平
ひらい

井桜
ら な

奈さんが一日警察署長を務め、交通安全宣言を行いました。

　期間中は、子どもと高齢者の交通事故防止、自転車の安全利用の推進、シートベルトの

全席着用、飲酒運転根絶を重点的に呼びかけられました。期間中に限らず、交通安全を心

がけましょう。

　４月９日（月）第７３回入学式が行われました。本年度は２２名の新入生が入学してきました。氏名点

呼は大きな声で返事をし、学校長、保護者への挨拶、誓いの言葉も堂々としたものでした。２、３年

生の歓迎の歌もすばらしく、新入生も保護者の方々も感動していた様子でした。これからの水上中学

校全員で力を合わせて、新たな伝統を作り上げていこうと決意を新たにした入学式でした。

【
上
段
右
か
ら
】

福ふ

く

だ田　

陽は

る

ね音

服は
っ
と
り部

優ゆ

り

な

里
奈

白し

ら

き木　
　

改
あ
ら
た

藏ぞ

う

ざ座　
　

楓
か
え
で

谷た
に
や
ま山　

晃こ

う

き希

豊と
よ
な
が永　

　

翔
か
け
る

野の

だ田　

煌こ

う

き暉

橋は
し
も
と本　

夏な

つ

き稀

福ふ

く

だ田　

海か
い
せ
い聖

山や
ま
ぐ
ち口　

琉り
ゅ
う
き生

山や

ま

だ田　

大だ

い

ち智

【
下
段
右
か
ら
】

西に
し　

　

未み

う羽

中な
か
む
ら村　

海み

う羽

椎し

い

ば葉　

夏な

つ

き稀

幸こ

う

の野　

柚ゆ

ず

き紀

上う
え
む
ら村　

虹こ

あ愛

上う
え
む
ら村

安あ

す

ま

寿
磨

落お
ち
あ
い合　

祥よ

し

き希

加か

と

う藤　

大た

い

が雅

木き
の
し
た下　

昊こ

う

き紀

小こ
ば
や
し林　

仙の

り

と人

椎し

い

ば葉　

玲れ

お央

水上中学校入学式
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五分咲きコース（５㎞）

三分咲きコース（３㎞）

満開コース（13.4 ㎞）

　

４
月
１
日
（
日
）
、
花
よ
り
団
子
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
「
桜
の
里
健

康
マ
ラ
ソ
ン
」
と
し
て
開
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
、
給
水
所
な
ら
ぬ
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
給
食
所
）
の
充
実
や
、
参
加
賞
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
「
日
本
一
の
桜
の
里
、
水
上
村
を
駆

け
る
。
花
よ
り
団
子
マ
ラ
ソ
ン
」
と
名
を
変
え
、

第
47

回
を
迎
え
ま
し
た
。　
　

　

湯
山
運
動
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

と
し
、
例
年
と
同
じ
く
、
３
㎞
、
５
㎞
、
13

・

４
㎞
（
ダ
ム
一
周
）
の
３
コ
ー
ス
を
７
６
８
名

の
申
込
み
の
う
ち
、
７
１
４
人
が
出
走
。
３
月

15

日
に
開
花
宣
言
が
さ
れ
て
か
ら
、
満
開
時
期

は
過
ぎ
て
い
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
き
れ
い
な

桜
の
木
の
下
を
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

今
回
、
４
ヶ
所
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
け
ら
れ
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
や
ジ
ビ
エ
（
鹿
肉

の
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
、
お
た
け
さ
ん
万
十
、
と
う
ふ

の
み
そ
漬
、
豆
乳
カ
リ
ン
ト
、
お
茶
な
ど
で
ラ

ン
ナ
ー
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

参
加
賞
は
、
前
回
ま
で
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
し

た
が
、
今
回
は
、
復
興
支
援
も
兼
ね
て
、
昨
年

７
月
に
大
水
害
に
襲
わ
れ
た
、
九
州
北
部
は
福

岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
で
作
ら
れ
る
、
小
石
原
焼

の
茶
碗
で
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
は
、
水
上
産
の
お

米
が
食
べ
放
題
。

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
花
を
愛
で
る
よ
り
、
思

わ
ず
食
に
走
っ
て
し
ま
う
マ
ラ
ソ
ン
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

桜を眺めながら

　　７１４人が出走
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村内News………

消防団入退団式消防団入退団式
　

４
月
４
日
（
水
）
午
後
７
時

か
ら
、
水
上
村
消
防
団
入
退
団

式
が
岩
野
公
民
館
大
研
修
室
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式

で
は
、
小
野
前
団
長
の
勇
退
に

伴
い
、
椎
葉
新
団
長
へ
中
嶽
村

長
か
ら
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、

つ
づ
い
て
、
平
成
29

年
度
途
中

入
団
を
含
む
５
名
の
方
々
に
入

団
辞
令
、
14

名
の
方
々
に
退
団

辞
令
、
ま
た
副
団
長
、
分
団
幹

部
、
班
長
の
昇
格
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
訓
辞
並
び
に
村
長
訓
辞

の
後
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

第
１
分
団
第
２
班
（
高
瀬
班
）

の
下
田
貴
士
団
員
が
「
何
人
を

も
恐
れ
ず
良
心
に
従
っ
て
忠
実

に
消
防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ

と
を
厳
粛
に
誓
い
ま
す
。
」
と

力
強
く
宣
誓
。
退
団
者
を
代
表

し
て
前
団
長
の
小
野
賴
年
氏
が

入
団
さ
れ
て
か
ら
の
35

年
間
を

振
り
返
り
、
火
災
や
風
水
害
等

で
の
活
動
の
話
や
、
新
入
団
者

や
新
幹
部
へ
対
し
て
激
励
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
「
今

後
は
消
防
団
発
展
の
た
め
に
、

一
住
民
と
し
て
側
面
か
ら
見

守
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
方
は
、
こ
れ
か

ら
水
上
村
消
防
団
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
す
。
退
団
さ
れ
た
方
々
に
は
、

こ
れ
ま
で
水
上
村
民
の
安
全
安

心
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の

ご
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し

ま
す
。

退
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　

所
属

　

小
野　

賴
年　
　

本
団

　

尾
前　

重
德　
　

第
２
分
団

　

猪
口　

秀
信　
　

第
１
分
団

　

川
野　

弘
明　
　

高
澄
舟
石

　

小
原　

成
臣　
　

北
目
班

　

中
村　

龍
二　
　

里
坊
班

　

山
崎　

隆
浩　
　

馬
場
班

　

細
野　

靖
展　
　

本
野
班

　

竹
内　

雅
典　
　

上
楠
班

　

木
下　

宏
継　
　

川
内
班

　

荒
嶽　

拓
郎　
　

神
揚
班

　

森
山　

一
利　
　

古
屋
敷
班

　

甲
斐　

千
尋　
　

高
瀬
班

　

西　
　

厚
至　
　

里
坊
班

入
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　

所
属

　

中
村　

裕
樹　
　

上
楠
班

　

嶽
本　

徳
文　
　

北
目
班

　

下
田　

貴
士　
　

高
瀬
班

　

村
上　

勝
紀　
　

岩
野
覚
井
班

　

坂
本　

壮
真　
　

宮
田
班

平成 30年度消防団体制

団　　長 椎葉　武年

副 団 長 竹内　誠二

第１分団 (岩野・江代地区）

分 団 長 米本　宗徳

副分団長 内田　真治

部　　長 大石　和教

第２分団（湯山地区）

分 団 長 尾前　武志

副分団長 上米良祐樹

部　　長 松田　一洋

入団者宣誓

退団者代表挨拶

�
�
�
�
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　平成３０年第１回（３月）定例会が３月８日から１２日までの５日間の会期で開催さ

れ、条例１４件、２９年度各会計補正予算６件、３０年度各会計当初予算９件、指

定管理者指定６件、同文議決１件、その他２件などが提案され、慎重に審議された

結果、原案どおり可決されました。

　一般質問には、１名の議員が登壇し、執行部への考えを質しました。

第19号

平成30年度一般会計当初予算

27億2，0００万円

議会を傍聴してみませんか
次回の定例議会は６月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎ 44-0319 まで

特別会計当初予算

国民健康保険特別会計（事業勘定） ３億１，８００万円

国民健康保険特別会計（直診勘定） ９５１万円

介護保険特別会計 ３億６，０００万円

後期高齢者医療特別会計 ３，３４０万円

簡易水道事業特別会計 ３，３９０万円

農業集落排水事業特別会計 ５，５８０万円

林業集落排水事業特別会計 ６００万円

下水道事業特別会計 ３，６８０万円



7 2018.5　広報　みずかみ

ドライブレコーダー設置 90万円

・交通事故責任の明確化、街

　中で発生した犯罪の記録な

　ど注目されているドレイブ

　レコーダーを消防車両を除

　く公用車全てに設置。

高齢者等タクシー利用料助成金 2,000万円

・地域公共交通を補う交通手段として、交通弱

者の生活交通確保と健康老人の増加、高齢運

転者の事故防止、運転免許証返納を推進。

民放ラジオ難聴対策事業 １億２，４２２万円

・災害発生時の第一情報提供手段としてＲＫＫ

ラジオを受信し、ＦＭ波で再送信するための

施設を整備。

携帯電話不通話対策事業 2,160万円

・戸屋野地区にＮＴＴド

　コモの中継塔を整備し、

　当地域を含め市房ダム

　湖周辺の不通話解消を

　図る。

保育所運営費 １億１，９４６万円

（平成30年４月１日現在）

・岩野保育所　59人　　・湯山保育所　18人

・広域入所　　10人

子ども医療費助成事業 929万円

妊産婦健康診査、不妊治療交通費助成事業 26万円

・管外の医療機関で多胎妊娠など高度医療が必

用な妊産婦の受診、不妊治療を受けている夫

婦に交通費を助成し、子育て支援を促進。

伝染病等予防事業 913万円

・子宮頸がん予防ワクチン接種

・インフルエンザ予防接種

・ヒブワクチン予防接種

・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

・高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

・B型肝炎ワクチン予防接種

・四種混合ワクチン予防接種

思春期健康診査事業 35万円

・平成30年度から中学生を対象に生活習慣病予

防の大切さを理解させ、正しい生活習慣を身

につけさせる取組み。

農業・畜産振興施設等整備事業補助金 1,118万円

・農業機械や畜舎等の整備支援（補助率50％）

産業担い手支援補助金 250万円

・農林商工業の担い手対策として、就業者に年

間50万円、最大5年間の給付。

産業推進機構事業 2,843万円

・村内の産業振興を図るための、生産現場の強

化及び特産品の開発等。

有害鳥獣対策事業 1,827万円

・ｼｶ、ｲﾉｼｼ等の有害鳥獣捕獲対策に係る補助。

・有害鳥獣類被害対策の資材補助（補助率75％）

山村活性化支援交付金事業 1,116万円

・村内の筍、椎茸等、特用林産の振興。

道路新設改良・舗装事業（村道） 6,150万円

・上七代線道路改良、下本野線道路改良

・湯山縦断線道路舗装

定住促進事業 1億550万円

・岩野宮田地区宅地造成  ４区画

・湯山覚井地区宅地造成  ７区画

・湯山地区定住促進住宅（１LDK）  建設  ４戸

高等学校通学費等補助金 619万円

・村内の高校生を対象に、通学定期券購入費及

び寮費・下宿代等を補助。

・補助対象経費の8割を補助（1万円／月を上限）

海外ホームステイ事業補助金 80万円

・夏休み期間中に海外での体験学習を中学生対

象（2名分）に実施。

村民体育館整備事業 710万円

古屋敷体育館耐震補強事業 1,220万円

クロスカントリー整備事業 4,539万円

・更衣室拡張、アイシングプール２基増設、屋

外シャワー施設の新設等。

一 般 会 計 当 初 予 算 の 主 な 施 策
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○
水
上
村
消
防
団
出
初
め
式
、
上
球
磨
消
防
団
連
合

会
放
水
競
技
大
会

　
　

新
春
を
飾
る
水
上
村
消
防
団
出
初
め
式
が
１
月

７
日
に
開
催
。
上
球
磨
消
防
団
連
合
会
放
水
競
技

大
会
が
１
月
11

日
開
催
さ
れ
、
本
村
代
表
と
し
て

出
場
し
た
上
楠
班
が
ポ
ン
プ
車
の
部
で
５
連
覇
の

偉
業
を
達
成
し
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
た

幸
野
班
、
宮
田
班
は
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
健
闘
。

○
第
６
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
　

出
場
者
は
年
々
増

加
し
、
１
月
14

日
開

催
さ
れ
た
大
会
当
日

は
５
０
８
名
が
出

走
。

○
熊
本
県
物
産
展
in
基キ
ー
ル
ン隆

　
　

台
湾
基
隆
港
と
八
代
港
が
姉
妹
港
協
定
を
締
結
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、八
代
市
が
県
南
地
域
の
市
町
村
に

呼
び
か
け
氷
川
町
と
水
上
村
が
一
昨
年
の
第
１
回
か

ら
参
加
し
本
年
が
３
回
目
の
参
加
。
２
月
３
日
か
ら

４
日
に
か
け
、本
村
か
ら
は
無
農
薬
栽
培
の
白
米
と
お

茶
、栗
の
渋
皮
煮
な
ど
を
出
展
販
売
。
台
湾
人
の
食
の

安
全
性
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
、無
農
薬
農
産
物
の
付

加
価
値
の
高
さ
に
つ
い
て
参
加
し
た
農
家
経
営
者
も
実

感
さ
れ
た
。
今
後
も
国
内
の
販
売
戦
略
と
合
わ
せ
海

外
を
視
野
に
入
れ
た
販
路
拡
大
と
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

○
球
磨
郡
町
村
会　

平
成
30
年
度
管
内
主
軸
事
業
３

回
目
の
上
京
要
望

　
　

２
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
地
元
選
出
の
自

民
党
国
会
議
員
９
名
と
国
土
交
通
省
、
財
務
省
へ

国
道
２
１
９
号
線
、
国
道
３
８
８
号
線
、
国
道

４
５
５
号
線
の
３
路
線
の
整
備
予
算
の
確
保
に
限

定
し
た
要
望
を
実
施
。

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
合
宿
誘
致
活
動

　
　

２
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
青
山
学
院
大
学
、

城
西
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
国
際
大
学
、
帝

京
大
学
、
創
価
大
学
、
国
士
舘
大
学
、
第
一
生
命

保
険
株
式
会
社
を
訪
問
し
、
誘
致
活
動
を
実
施
。

合
宿
が
決
定
し
て
い
る
企
業
、
検
討
し
て
い
る
大

学
、
興
味
を
示
し
て
い
る
大
学
が
あ
り
今
後
も
継

続
的
に
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
、
所
期
の
目
的
が

達
成
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

○
宮
城
県
仙
台
市
の
「
み
ん
な
の
広
場
」
パ
ー
ゴ
ラ

完
成
式
典
へ
の
参
加

　
　

２
月
17

日
、
湯
前
町
・
水
上
村
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
災
害
復
旧
支
援
協
議
会
よ
り
寄
贈
し
た

木
材
で
製
作
さ
れ
た
パ
ー
ゴ
ラ
の
完
成
式
典
が
、

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
新
浜
で
開
催
さ
れ
、
当

協
議
会
会
長
の
鶴
田
湯
前
町
長
と
参
加
。
平
成
23

年
10

月
に
当
協
議
会
よ
り
寄
贈
の
木
材
で
建
設
さ

れ
た
「
み
ん
な
の
家
」
は
、
仮
設
住
宅
の
整
理
に

伴
い
昨
年
４
月
に
現
在
地
の
宮
城
野
区
新
浜
に
移

設
さ
れ
た
た
め
、
今
回
の
パ
ー
ゴ
ラ
も
同
地
区
の

「
み
ん
な
の
広
場
」
に
建
設
さ
れ
た
も
の
。
式
典
に

は
関
係
者
約
30

名
が
出
席
し
、
地
元
か
ら
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
私
た
ち
も
多
く
の
支
え
合
い
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々
生
活
を
し
て
い
る
こ

と
に
改
め
て
感
謝
す
る
記
念
式
典
と
な
っ
た
。

○
第
47
回
湯
山
温
泉
桜
ま
つ
り

　
　

２
月
20

日
の
桜
の
里
ひ
な
ま
つ
り
を
皮
切
り
に
、

４
月
７
日
の
弓
道

大
会
ま
で
を
桜
ま

つ
り
期
間
と
し
て

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
が
行
わ
れ

る
。
本
ま
つ
り
が

３
月
18

日
、
今
回

か
ら
名
称
を
新
た

に
し
た
「
花
よ
り

団
子
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
４
月
１
日

に
開
催
。

○
ひ
と
り
金
婚
の
つ
ど
い

　
　

良
き
伴
侶
に
恵
ま
れ
、
苦
楽
を
共
に
分
か
ち
合

い
な
が
ら
人
生
を
過
ご
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
、
結
婚

50

年
目
を
お
一
人
で
迎
え
ら
れ
る
節
目
の
年
に
、

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ご
長
寿
と
ご
健
勝
を
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、
村
づ
く
り
へ
の
ご
貢
献
に

対
す
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

水
上
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
行
う
も
の
。
50

年
目
以
上
の
全
て
の
方
に
呼

村
長
諸
般
の
報
告
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に
納
入
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
湯
山
線
を
運
行
し
て
い

た
定
員
57

名
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
岩
野
線
で
運
行

し
、
今
回
購
入
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
湯
山
線
で
運

行
し
て
い
る
。

○
第
65
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会

　
　

昨
年
12

月
17

日
に
開
催
さ
れ
本
村
か
ら
３
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
村
の
意
気
込
み
を
他
市
町
村
に
示

す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
結
果
は
皆
さ
ん
ご
存

じ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
今
後
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
を
練
習
拠
点
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
技
力
も

更
に
向
上
し
て
い
く
も
の
と
思
う
。

○
第
44
回
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会

　
　

２
月
11

日
に
開
催
さ
れ
天
草
市
役
所
前
を
ス

タ
ー
ト
し
熊
本
市
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
14

区
間
、
１
０
６
．
５

㎞
で
争
わ
れ
、
本
村
か
ら
は
早
田

哲
也
選
手
と
大
手
敬
史
選
手
が

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
て
出
走
。
早

田
選
手
は
９
区
で
区
間
３
位
、
大

手
選
手
は
14

区
で
区
間
３
位
の
力

走
を
み
せ
球
磨
郡
の
準
優
勝
に
貢

献
。
中
学
、
高
校
を
除
く
一
般
選

手
は
全
員
が
「
チ
ー
ム
ス
カ
イ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
所
属
の
選
手
で
尚

一
層
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発
揮

で
き
る
よ
う
応
援
を
続
け
て
い
き

た
い
。

び
か
け
、
現
在
23

名
の
方
か
ら
申
し
出
を
い
た
だ

い
て
お
り
３
月
20

日
、
湯
山
「
石
倉
交
流
施
設
」

に
お
い
て
開
催
。

○
熊
本
県
立
大
学
と
の
包
括
協
定
の
締
結

　
　

熊
本
県
立
大
学
に
お
い
て
は
、
自
治
体
や
企
業

な
ど
を
通
し
て
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
課
題

を
解
決
し
地
域
貢
献
に
資
す
る
た
め
、
平
成
18

年

に
包
括
協
定
制
度
を
設
け
現
在
20

団
体
が
締
結
を

行
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
、
産
業

振
興
問
題
等
に
直
面
し
て
い
る
本
村
も
各
種
地
域

振
興
施
策
や
福
祉
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

更
に
神
聖
な
地
で
学
問
、
技
術
を
習
得
し
個
々
人

の
個
性
を
磨
き
高
め
る
学
生
の
新
た
な
視
点
か
ら
、

水
上
村
の
調
査
研
究
を
通
し
て
様
々
な
課
題
解
決

の
一
路
を
見
い
だ
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

○
人
吉
球
磨
地
域
が
一
体
で
取
り
組
む
観
光
地
域
づ

く
り
の
推
進

　
　

人
吉
球
磨
地
域
が
平
成
27

年
に
日
本
遺
産
の
認

定
を
受
け
、
広
域
連
携
の
活
動
を
模
索
し
な
が
ら

各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
現
状
か
ら
、
市
町
村
の
他
、
各
種
経
済
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
広
域
連
携
の
観
光
地
域
づ
く

り
推
進
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
す
た
め
に
熊
本
県
、
人
吉
球
磨
全
市
町

村
に
よ
り
検
討
を
加
え
て
い
る
段
階
。
今
後
は
更

に
市
町
村
等
の
課
長
会
の
開
催
や
今
月
末
の
設
立

発
起
人
会
を
経
て
４
月
以
降
に
推
進
組
織
が
実
動

す
る
予
定
。

○
職
員
の
退
職
と
採
用

　

退
職
者　

１
名
。

　

採
用
者　

一
般
事
務
採
用
２
名
。

○
水
上
中
学
校
２
年
生
、
子
ど
も
議
会
体
験

　
　

社
会
科
学
習
の
一
環
と
し
て
議
会
の
模
擬
体
験

を
さ
せ
、
郷
土
の
良
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
と
と
も

に
村
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
将
来

の
主
権
者
と
し
て
の
態
度
を
育
成
さ
せ
た
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
、
議
長
、
村
長
の
許
可
を
得
て
昨

年
12

月
19

日
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
生
徒

は
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
が
、
質
問
に
対
し
関
係

各
課
長
か
ら
丁
寧
な
答
弁
が

あ
り
地
方
自
治
に
関
す
る
良

い
体
験
、
良
い
学
習
が
で
き

た
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

　
　

平
成
７
年
に
購
入
の
岩
野

線
を
運
行
し
て
い
た
定
員
66

名
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
老
朽

化
し
、
安
全
性
確
保
の
面
で

も
更
新
の
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
へ
き
地
児
童
生
徒
援
助

費
等
補
助
事
業
を
利
用
し
定

員
29

名
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

購
入
。
平
成
29

年
12

月
25

日

教
育
長
諸
般
の
報
告
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○
岩
野
公
民
館
改
築
工
事

　
　

建
屋
は
既
に
完

成
し
、
千
人
塚
古

墳
群
等
出
土
品
の

展
示
や
１
階
部
分

の
放
課
後
子
ど
も

育
成
ク
ラ
ブ
の
た

め
の
備
品
搬
入
、

設
置
を
行
い
新
学

期
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。

○
花
よ
り
団
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
申
し
込
み
状
況

　
　

現
時
点
で
、
招
待
選
手
と
し
て
第
一
生
命
陸
上

部
８
人
、
大
牟
田
高
校
陸
上
部
33

人
、
一
般
参

加
が
７
２
１
人
で
合
計
７
６
２
人
の
申
し
込
み
が

あ
っ
て
い
る
。
応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

◇
水
上
村
情
報
公
開
条
例
及
び
水
上
村
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　
　

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
及
び
行
政
機
関
が
保
有
す
る
個

条　
　

例

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

一
定
の
手
続
き
の
も
と
、
村
長
か
ら
法
人
格
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
行
政
区
の
財
産
を
行
政
区

名
義
で
不
動
産
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

認
可
地
縁
団
体
と
し
て
の
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◇
水
上
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

熊
本
県
に
準
拠
し
、
本
村
一
般
職
員
の
現
給
保

障
期
間
を
２
年
間
延
長
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で

す
。

◇
水
上
村
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

本
村
へ
の
転
入
者
が
助
成
対
象
者
と
な
る
に
は
、

住
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
２
ヶ
月
経

過
を
要
し
て

い
た
も
の
を
、

転
入
し
た
そ

の
日
か
ら
対

象

者

と

し
、

医
療
費
助
成

の
申
請
は
保

険
医
療
機
関

で
受
診
し
た

月
の
末
日
か
ら
６
ヶ
月
を
経
過
し
た
も
の
は
申
請

で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
２
年
に
改
め
対
象
者
の

便
宜
を
図
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金
交
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　

熊
本
県
の
補
助
加
算
額
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
よ
り
平
成
30

年
度

か
ら
始
ま
る
熊
本
県
と
市
町
村
と
の
共
同
財
政
運

営
の
中
で
、
熊
本
県
が
示
し
た
運
営
指
針
に
伴
う

条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
、
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

30

年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
新
た
な
３
ヶ
年
の
保

険
料
及
び
低
所
得
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
に
つ
い

て
改
定
を
行
う
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
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地
域
に
お
け
る

医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
都
道
府

県
が
所
管
し
て
い

た
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
指

定
権
限
が
市
町
村
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
条
例
制
定
で
す
。

◇
水
上
村
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
改
正

に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

◇
水
上
村
土
地
改
良
事
業
補
助
金
交
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

村
単
独
で
整
備
さ
れ
る
小
規
模
な
土
地
改
良
に

お
い
て
も
、
不
利
的
条
件
を
緩
和
す
る
た
め
現
行

の
補
助
率
を
一
律
に
70

％
に
嵩
上
げ
し
、
農
家
の

経
営
意
欲
と
農
業
振
興
を
図
る
た
め
の
条
例
改
正

で
す
。

◇
水
上
村
道
路
工
事
補
助
金
交
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

農
道
、
林
道
、
作
業
道
に
つ
い
て
工
事
の
種
類

を
問
わ
ず
一
律
70

％
に
嵩
上
げ
し
、
イ
ン
フ
ラ
の

基
盤
と
な
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例

改
正
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
） 補

正

予

算

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
８
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
３
３
億
５
，
１
７
５
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
定
住
促
進
事
業
費

５
９
１
万
円
な
ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
防
止
費
７
，
２
８
０
万
円
を
30
年
度
へ
繰
り

越
し
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
５
８
３
万
１
，

０

０

０

円

を

減

額

し
、

総

額

を

３

億

８
，

９
５
１
万
７
，
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
０
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
３
億
５
，
６
５
７
万
３
，
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
６
万
９
，
０
０
０

円

を

減

額

し
、

総

額

を

３
，

２

１

１

万

５
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

　
　

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

に

４
６

２

万

４
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，
９
１
７
万
２
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
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○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

予
算
（
第
2
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
８
万
円
を
減
額

し
、
総
額
を
４
，
４
３
１
万
６
，
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
水
上
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
桜
寿
苑
）

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

社
会
福
祉
法
人 
水
上
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
房
ダ
ム
湖
カ
ヌ
ー
館
「
あ
め
ん
ぼ
ー
館
」
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
噴
水
公
園
休
憩
施
設
（
物
産
館
）
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

○
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
１
９
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
３
億
７
，
３
６
５
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

３
月
29
日
開
催

第
１
回
臨
時
会

①携帯電話不通話解消対策事業 25 万 5 千円

②地域公共交通対策事業 200 万円

③簡易給水施設整備事業費 180 万円

④水上村農産物加工所整備事業 3,200 万円

⑤定住促進事業費 700 万円

⑥29年災公共土木施設災害復旧費 2,540 万円

○
湯
山
温
泉
元
湯
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
農
畜
産
物
処
理
加
工
施
設
「
山
の
幸
館
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
　

以
上
の
５
つ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社

み
ず
か
み
が
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
水
上
村
辺
地
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
商
工
会
員
の
借
入
資
金
に
関
す
る
預
託
に

つ
い
て

○
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

そ　

の　

他

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
水
上
村
農
産
物
加
工
所

整
備
事
業
３
，
２
０
０
万
円
な
ど
を
追
加
計
上
し

ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
６
事
業
６
，
８
４
５
万
５
，
０
０
０
円

を
30

年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

そ　

の　

他
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職員数の実態と、

　　今後の対応策は

不足しているのが実態。
独自の採用試験の検討を
含め、計画的に採用を行
いたい。

Ｑ

Ａ

山崎　隆浩　議員

「
条
例
に
定
め
る
職
員
定
数
」
と
、

現
在
の
職
員
数
は
。

田
代
総
務
課
長　

「
条
例
に
定
め
る

職
員
定
数
」
は
75
名
、
現
在
は
54

名
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

条
例
と
現
在
の
職
員
数
に
開
き
が

あ
る
が
、理
由
は
。

田
代
総
務
課
長　

平
成
14
年
よ
り

「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
行
わ
れ
、

歳
入
減
に
対
応
す
る
た
め
選
択
肢
の
一

つ
が
人
件
費
削
減
で
あ
っ
た
。
退
職
者

の
不
補
充
、
採
用
の
抑
制
に
よ
り
70
名

の
職
員
が
平
成
17
年
に
は
63
名
と
な
り

７
名
の
減
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成

17
年
よ
り
５
ヶ
年
間
に
お
け
る
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
平
成
22
年
ま

で
に
56
名
と
す
る
計
画
で
、
早
期
退
職

も
あ
り
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
53
名

と
な
っ
た
。

情
報
化
が
ま
す
ま
す
進
む
こ
と
に

よ
り
、
業
務
の
内
容
も
高
度
で
複

雑
化
し
、
職
員
の
仕
事
量
や
業
務
に
関
す

る
悩
み
事
な
ど
は
年
々
増
加
し
て
い
る

と
思
う
が
、
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
行
わ

れ
て
い
る
か
。

田
代
総
務
課
長　

平
成
29
年
度
よ

り
職
員
の
能
力
開
発
や
人
材
育
成

の
た
め
、
「
人
事
評
価
制
度
」
を
試
行
的

に
行
い
、
年
度
当
初
に
目
標
を
設
定
し
、

期
首
・
期
中
・
期
末
の
年
３
回
面
談
を

設
け
、
一
部
の
職
員
に
過
度
の
負
担
が

強
い
ら
れ
て
い
る
場
合
、
年
度
途
中
で

も
事
務
分
掌
を
変
更
し
業
務
量
の
平
準

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
29
年

度
よ
り
「
職
員
安
全
衛
生
委
員
会
」
を

設
置
し
、
産
業
医
を
球
磨
郡
公
立
多
良

木
病
院
に
委
託
し
、
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
」
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
面
談
を

行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
、
職
員
全
体
の

精
神
的
不
安
や
仕
事
に
向
き
合
う

姿
勢
に
影
響
は
な
い
か
。

中
嶽
村
長　

地
方
分
権
一
括
法
、

事
務
事
業
の
権
限
移
譲
が
行
わ

れ
、
職
員
数
は
不
足
し
て
い
る
の
が
実

態
と
思
う
。
募
集
人
員
を
増
や
す
た
め
、

統
一
試
験
以
外
に
も
独
自
の
採
用
試
験

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
適

正
な
定
員
管
理
を
行
い
、
年
次
計
画
に

基
づ
い
て
採
用
を
行
い
た
い
。

問問 答答問

問 答答

編
集
後
記

　

「
日
本
一
の
桜
の
里
」
を
彩
っ
て
く

れ
た
桜
も
、
ピ
ン
ク
色
の
花
か
ら
生
き

生
き
と
し
た
新
緑
に
変
わ
り
、
春
本
番

を
感
じ
さ
せ
、
野
に
は
セ
リ
や
ク
レ
ソ

ン
（
川
高
菜
）
、
の
び
る
が
顔
を
出
し
、

一
歩
山
に
入
る
と
タ
ラ
の
芽
や
こ
し
あ

ぶ
ら
、
わ
ら
び
、
筍
な
ど
の
自
然
の
恵

み
を
い
た
だ
け
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
を
迎
え
、
進
学
や
就
職
し

た
子
供
達
も
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い

や
新
し
い
環
境
へ
の
対
応
に
期
待
と
不

安
で
一
杯
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
目
標
を

見
失
う
こ
と
な
く
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

自
分
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。
熊
本
震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
熊
本
城
大
天
守
の
仮
設
屋
根
解

体
も
始
ま
り
、
新
し
い
瓦
の
大
天
守
が

お
目
見
え
し
ま
し
た
。
復
興
は
ま
だ
道

半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
熊
本
県
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
熊
本
城
の
再
建
は

県
民
に
と
っ
て
一
番
の
心
の
支
え
に
な

る
で
し
ょ
う
。
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
、
が

ん
ば
ろ
う
み
ん
な
。    　
　

荒
嶽　

晋

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

委

員

長　

荒
嶽　
　

晋

委

員

長　

荒
嶽　
　

晋

副
委
員
長　

米
本　

宗
徳

副
委
員
長　

米
本　

宗
徳

委　
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………村内News

【自動車税の納付は５月31日（木）までに】

　4月1日現在で自動車を所有している方へ

　自動車税の納税通知書を５月初めにお送りいたします。

　納期限の５月31日（木）までに、お近くの金融機関やコンビニエンスストア、＊熊

本県の各広域本部、＊各地域振興局（但し、鹿本については山鹿市役所）、自動車税

事務所で納めていただきますようお願いします。

　なお、インターネットを利用したクレジットカードも利用できます。

【お問い合わせ先】

　熊本県県南広域本部　収税課　☎０９６５－３３－３２３６

　熊本県自動車税事務所　　　　☎０９６－３６８－４０２０

自動車税についてのお知らせ

岩野公民館に新しい部屋が出来ました!!

　平成29年度に岩野公民館中

庭の改築工事が行われ、この

度４月より利用を開始しまし

た。１階は学習室、２階は展

示室となっています。

　１階の学習室は、主に放課

後子ども教室「わんぱくキッ

ズ塾」や、水上元気クラブの

「チャレンジクラブ」「英語

塾」など子どもたちの学習の

場を提供するもので、机やイ

ス、ランドセルボックスを整備しております。もちろん子どもたちだけでなく様々な方の

学習や会議の場としてご利用いただけます。

　２階の展示室は、水上村内の郷土資料を展示しています。主に湯山地区本野にあります

千人塚古墳群の出土品約50点を展

示しており、レイアウトに関して

は、発掘にご尽力いただいた琉球

大学の池田榮史教授と本村出身の

出合宏光氏に指導をいただきまし

た。その他、諏訪原古墳群の出土

品や文化財資料等の展示をしてお

りますので、ご覧いただき村内の

文化財に関心を深めていただきた

いと思います。
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平成30年度補助・助成事業一覧
　水上村の補助・助成事業をまとめました。回覧でも周知していますが、改めてお知らせします。

詳しい内容などは、各担当課までお問い合わせください。

事業名称 内容 金額・率等 担当課

高齢者等タクシー利

用助成

70歳以上の高齢者又は障害者手帳等所

持者（精神手帳及び療育手帳を含む）の

外出を支援するタクシー利用に対する助

成

助成利用範囲は、上球磨地区内（村内、

湯前町、多良木町、あさぎり町）

利用者負担は１回につき

1,000円。

利用料金が 6,000 円を

超えたときは、超えた料

金額も自己負担
総務課

（４４－

０３１１）

チャイルドシート購

入補助金

水上村の住民基本台帳に登録されている

年齢 6歳未満である乳幼児の属する世

帯の親、又は世帯主

乳幼児の発育に応じ、2回の範囲内で申

請可能

購入経費の 1/2（上限 2

万円）

算出した額の 1,000 円

未満の端数は切り捨て

妊産婦健康診査交通

費助成

人吉球磨圏外の医療機関を受診する必要

のある高度医療が必要な妊産婦に対し

て、妊婦健診、出産、産後健診にかかる

交通費の助成

1回あたり6,000円（最

高 16回）

保健福祉課

（４４－

０３１３）

出産祝金

水上村の住民基本台帳に登録されている

者で、1年以上本村に在住している出生

児の父または母

第1子：3万円

第 2子：5万円

第 3子以降：10万円

子ども医療費助成
年齢が満18歳に達する日以降の最初の

3月 31日までの間にある全ての者

医療費に要した一部負担

金及び入院時食事療養費

ロタワクチン接種に

係る補助金

村内に居住している乳児の保護者に対

して、１価ワクチンは２回（生後 6 週～

24 週まで）、５価ワクチンは３回（生後

６週～32 週まで）の接種料金を助成

全額

元湯温泉無料入湯券

70歳以上の方へ無料入湯券を交付

回数券を全て使用した後に残る親券は

「半額パスポート」として利用可能

12回利用できる回数券

はり・きゅう・あん

摩・マッサージ治療

費助成

水上村に住所を有する方

利用の範囲は1年間で最大48回、1ヶ

月につき1診療所、1日に 1回の治療

1回の治療につき

1,000円

不妊治療費補助

【女性】

対象治療：特定不妊治療（体外受精また

は顕微授精）、特定不妊治療以外の不妊

治療

対象年齢：妻の年齢が43歳未満

通算回数：特定不妊治療6回（妻の年齢

が40歳以降で開始した場合3回）

特定不妊治療以外：６年（40歳以降で

開始した場合３年）

治療に要した費用の1/2

（特定不妊治療の場合、

治療費から県助成金を控

除した費用の1/2）

いずれも上限10万円

【男性】

対象治療：精巣内精子生検採取法

（TESE）、精巣上体内精子吸引採取法

（MESA）、その他精子を精巣または精巣

上体から採取するための手術等

通算回数：6回（妻の年齢が 40歳以降

で開始した場合3回）

特定不妊治療及び一般不

妊治療に男性不妊治療費

等が含まれる場合、1回

の治療費の 1/2 または

10 万円のいずれか低い

額
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事業名称 内容 金額・率等 担当課

不妊治療交通費助成

人吉市、球磨郡以外で行なう特定不妊治

療及び一般不妊治療（人工授精のみ）の

通院にかかる交通費の助成

１回の治療で 6,000 円

以内 保健福祉課

（４４－

０３１３）ピロリ菌検査費用助

成

過去にピロリ菌検査を受けたことがない

村民の方で、尿素呼気試験法による検査

及びペプシノーゲン検査費用の助成

検査費用から 1,000 円

を差し引いた額

農業振興施設等整備

事業補助金

農業用機械、生産資材等導入、農業用施

設整備
50%以内

産業振興課

（４４－

０３１４）

獣類被害防止資材設

置補助金

鳥獣による農作物被害防止（ネット資材・

電牧等）※園芸施設鳥獣被害対策含む
75%以内

農道整備事業補助金 新設、改良、舗装、修繕、災害復旧 70%以内

土地改良事業補助金 用排水路、区画整理、災害復旧 70%以内

種菌購入補助金 椎茸種駒購入（1万個以上対象） 50%以内

特用林産資材導入補

助金
椎茸等乾燥機の導入 50%以内

野生獣捕獲用ワナ購

入補助金
野生獣捕獲用ワナの購入費補助 50%以内

狩猟免許取得補助金 狩猟免許の新規取得費補助 50%以内

産業担い手支援補助

金

村内に住所を有し、農林商工業に自らが

職業として選択し、就業した者に対し、

就業給付金を定額給付する（最大 5年

間給付）

※補助対象外の場合もあるため、事前に

協議ください

50万円（年額）

簡易給水施設の設置

及び改良等の補助

共同（給水組合）

①施設の新設、改良、修繕工事

②工事費10万円以上を対象（災害復旧

工事含む）

70%以内

建設課

（４４－

０３１５）

個人

①給排水工事

②工事費150万円までが補助の対象

60%以内

水上村宅地災害復旧

補助金

暴風、豪雨、豪雪、洪水、地震等の以上

の自然現象により宅地への災害を受けた

住民の方が対象

・崩土又は決壊部分が住宅へ接している

場合

・被災のままでは住宅に影響を及ぼし危

険と思われるとき

・原型復旧を基本とし、過大なものでな

いこと

・復旧工事費が10万円以上となる場合

（限度額200万円）

50%以内

給付金

助成
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事業名称 内容 金額・率等 担当課

水上村ふるさとマイ

ホーム祝金

①新築：村内に自ら居住する60㎡以上

の専用住宅

②増改築：同一の敷地内に自ら居住する

専用住宅を増築または改築し、その

費用が100万円以上の場合

③既存住宅購入：延床面積が60㎡以上、

親族（6親等内の血族または3親等内

の姻族）からの購入は除く

※工事が終わった日から 6ヶ月以内に

申請

※増改築等検討中の方は、事前に相談を

①新築：延べ床面積によ

り 30万円、40万円、

50万円

②増改築：建設工事費に

より 10 万円、20 万

円、30万円

③既存住宅購入：固定資

産税家屋評価額によ

り 10万円、20万円、

30万円

※特例加算…義務教育終

了までの子がいる場

合、子 1 人につき 3

万円加算

建設課

（４４－

０３１５）

地元が施行する道路

工事（里道・林道・

作業道の改良、舗装

等）補助金

①里道：沿線または奥地に住家があるも

のが条件、所有権を申し立てないこ

とが前提

②林道：林道台帳に記載されている林道

で、受益者で工事を行うもの

③作業道：村内に居住する者で受益者2

戸以上

①里道：80% 以内（辺

地によっては 10%割

り増しあり）

②林道：70%以内

③作業道：70%以内

戸建て木造住宅耐震

改修等補助

・現に住宅所有者の居住の用に供される

もの

・建築基準法に違反がないもの

・昭和56年5月31日以前に着工した住

宅

※昭和56年6月1日以降に着工した住宅

については、熊本地震により罹災し

た住宅は、補助対象

①耐震改修設計：2/3以

内、上限補助額 20万

円

②耐震改修工事：1/2以

内、上限補助額 60万

円

③立替え工事：23%、

上限補助額60万円

④耐震シェルター：1/2

以内、上限補助額 20

万円

水上村高等学校等通

学費等補助

・高校等の1学年から3学年に在籍する

者で、3年間が上限

・対象となる生徒の保護者等で通学費

（バイク等含む）、下宿等の経費を

負担している者（交付資格者）が村

内に住所を有していること

・鉄道バス通学者：購入

通学定期の8割（定期

券に限る）

・寮費・下宿代等の8割

（食事代を除く家賃代

等）

・バイク等通学者：湯前

駅を起点とし通学先の

最寄り駅をみなし駅と

みて6ヶ月定期券購入

額を1ヶ月に算定した

金額の8割

※いずれも1ヶ月1万円

が上限

教育課

（４４－

０３３３）

小中学校修学旅行補

助

修学旅行費総額から個人負担額を差し引

いた額

個人負担は小学生8,000

円、中学生30,000 円

水上村ホームステイ

事業

村内中学生に対し、英会話に興味があり、

学習意欲がある者が海外ホームステイに

参加したとき

予算範囲内で概ね 40万

円以内
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総務課からのお知らせ
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総務課他からのお知らせ

岩野公民館 図書室より
今月の新刊を紹介します！

書　　　　名 著　者　名 書　　　　名 著　者　名

R 帝国 中村　文則
はじめてのキャンプ

for  Beginnars  2018
ムック

国家を支配する絶対的な存在〝党″と謎の組織

「L」。やがて世界は、思わぬ方向へと爆走してい

く―――。世界の真実を炙り出す驚愕の物語。

キャンプ初心者の方にとてもわかりやすく解説し

てあり参考になります。何より読んでいるとキャ

ンプがしたくなります。これからキャンプを始め

ようと思っている方におススメです。

ぜったいに

おしちゃダメ？
ビル・コッター

おしりたんてい

あやうしたんていじむしょ
トロル

この絵本にはたった一つだけルールがあります。

それは「このボタンを押しちゃダメ」ということ。

好奇心をくすぐられて、子どもたちは大笑い。何

度も「また読んで！」とせがまれる絵本です。

子供たちに大人気 !! おしりたんていシリーズ第 6

弾。今回も、迷路やクイズ「おしり」さがしなど、

たくさんの謎解きがいっぱい。何度でも楽しめる

1冊です。

ありがとうって

言えたなら
瀧波　ユカリ

YA

「心の友だちシリーズ」
PHP研究所

あの毒舌のコワモテ母が余命一年だなんて―――

決して仲のいい母娘じゃなかった。だからこそ、

今伝えたいことがある―――。「母の死」を描いた

涙なしでは読めないコミックエッセイ。

中高生にエールを贈る、生き方エッセイ！心理学

者、女流棋士、脳科学者、ラグビー監督、ルポラ

イター、ミュージシャン、エッセイストなどさま

ざまな立場から自身の体験を通して得たものを若

者に届けます。

【
水
上
村
職
員
異
動
・

昇
格
一
覧
】

　
　

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）

保
健
福
祉
課
長

　

川
俣　

宣
雄

　
　

（
総
務
課
課
長
補
佐
）

総
務
課
課
長
補
佐

　

杉
野　

貴
文

　
　

（
議
会
事
務
局
長
（
主
幹
）
）

建
設
課
主
幹

　

信
國　

俊
輔

　
　

（
建
設
課
係
長
）

議
会
事
務
局
長
（
係
長
）

　

加
藤　

康

　
　

（
保
健
福
祉
課
係
長
）

総
務
課
参
事

　

椎
葉　

睦
美

　
　

（
税
務
住
民
課
参
事
）

保
健
福
祉
課
主
事

　

井
上　

公
人

　
　

（
税
務
住
民
課
主
事
）

税
務
住
民
課
主
事

　

高
橋　

朋
宏

　
　

（
保
健
福
祉
課
主
事
）

産
業
振
興
課
主
事

　

尾
方　

和
架

　
　

（
建
設
課
主
事
）

【
水
上
村
職
員新

規
採
用
一
覧
】

　
　

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）

税
務
住
民
課
（
兼
会
計
室
）
主
事

　

古
賀　

彩
美

保
健
福
祉
課
主
事

　

中
村　

優
奈

【
水
上
村
職
員

退
職
者
一
覧
】

（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
）

保
健
福
祉
課
長

　

橋
本　

美
樹
夫

産
業
振
興
課
主
事

　

林
田　

健
司

教
育
課
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　

大
手　

敬
史
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②
湯
前
町
立
湯
前
小
学
校

③
散
歩

④
市
房
山
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
て
感
激
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
力
を
の

ば
せ
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
相
良
村
立
相
良
南
小
学
校

③
読
書
・
温
泉
・
寝
る
こ
と

（!?）

④
元
湯
に
は
、
家
族
で
よ
く
入

教育課からのお知らせ

②
あ
さ
ぎ
り
町
立
あ
さ
ぎ
り
中

学
校

③
休
日
に
家
族
と
出
か
け
る
こ

と
④
自
然
豊
か
な
水
上
で
勤
務
で

き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
岩
野
小
学

校
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
安
全
で
安
心
で
き
る
場

で
あ
り
続
く
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

②
多
良
木
町
立
黒
肥
地
小
学
校

③
本
を
読
む
こ
と
、
地
図
を
見

る
こ
と

④
湯
山
小
学
校
で
お
世
話
に
な

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
す
べ
て
の

出
会
い
に
感
謝
の
心
を
持

ち
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
誠

実
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

り
に
来
て
い
ま
す
。
水
上
に

勤
務
で
き
て
、
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
早
く
、
湯
山

小
の
子
ど
も
達
、
地
域
の

方
々
に
慣
れ
て
、
楽
し
く
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
新
任

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ

④
初
任
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す

が
、
１
日
で
も
早
く
湯
山
小

学
校
の
力
に
な
れ
る
よ
う
精

進
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

湯
山
小
学
校

岩
野
小
学
校

　

４
月
１
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方

に
は
、
本
村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
先
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

水
上
村　

教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①
氏
名　

②
前
任
校

③
趣
味　

④
抱
負

①校長

　南
みなみだ

田　義
よしあき

昭

①教諭

　河
かわ

　　有
ゆ り

里

①教頭

　米
よね

　　育
い く し

史

②
（
鹿
児
島
県
）
国
立
大
隅
青

少
年
自
然
の
家

③
ハ
ー
レ
ー
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ

④
好
き
な
言
葉
は
〝
ゴ
イ
ゴ
イ
〞

で
す
。
元
気
と
気
合
い
で
岩

野
小
と
水
上
村
を
ゴ
イ
ゴ
イ

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

②
人
吉
市
立
大
畑
小
学
校

③
道
の
駅
、
物
産
館
め
ぐ
り

④
ふ
る
さ
と
水
上
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま

す
。

①教諭

　横
よこやま

山　誠
せ い じ

二

①教諭

　井
いのうえ

上　美
み わ

和

①補助教員

　尾
お が た

方まゆみ

①事務

　島
しまむら

村　俊
としひろ

広
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教育課他からのお知らせ

　今年度は「毎月第２木曜日」に行

政相談所を開設します。

　相談は無料で秘密は固く守られま

す。お気軽にご相談ください。

日　時：５月10日（木）午後１時～午後３時

場　所：水上村保健センター

相談員：行政相談委員　唐鎌精二　氏

お問い合わせ先

　水上村役場　総務課　椎葉由美　☎44-0311

※社会福祉協議会による相談会も同日開催され

ます。

日　時：５月10日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

お問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎44-0782

�������� �������

学
校

③
ピ
ア
ノ
、
音
楽
鑑
賞

④
十
三
年
ぶ
り
の
水
上
中
学
校

勤
務
で
す
が
、
新
し
い
気
持

ち
で
子
ど
も
達
と
共
に
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

②
あ
さ
ぎ
り
町
立
あ
さ
ぎ
り
中

学
校

③
旅
行
、
ド
ラ
イ
ブ

④
こ
の
自
然
豊
か
な
水
上
村
に
来

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
水
上
の
子
ど
も
た

ち
と
共
に
、
笑
顔
と
元
気
の
あ

ふ
れ
る
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
宇
土
市
立
住
吉
中
学
校

③
魚
釣
り
、
ギ
タ
ー

④
気
持
ち
を
新
た
に
、
水
上
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
精
一

杯
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
錦
町
立
錦
中
学
校

③
旅
行

④
生
徒
と
共
に
学
び
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

②
あ
さ
ぎ
り
町
立
あ
さ
ぎ
り
中

水
上
中
学
校

①教頭

　小
こ な つ

夏　隆
た か お

雄

①教諭

　田
たのうえ

上　定
て い こ

子

①講師

　佐
さ の

野　貴
た か し

志

①教諭

　中
な か の

野　香
か お り

織

湯
山
小
学
校

・
相
良
中
学
校

　

校　

長　
　

竹
田　

龍
二

・
人
吉
西
小
学
校

　

教　

諭　
　

深
水　

由
子

・
多
良
木
小
学
校

　

事
務
主
任　

平
田　

加
奈

・
退　

職

　

補
助
教
員　

平
山　
　

恵

岩
野
小
学
校

・
（
八
）
金
剛
小
学
校

　

教　

頭　
　

村
嶋　

博
史

・
上
小
学
校

　

教　

諭　
　

太
田　

秀
昭

・
（
天
）
湯
島
小
学
校

　

教　

諭　
　

田
崎　

真
麻

・
退　

職

　

教　

諭　
　

兼
田　

博
之

・
退　

職

　

教　

諭　
　

白
樫　

和
美

水
上
中
学
校

・
人
吉
東
小
学
校

　

教　

頭　
　

天
羽　

伸
哉

・
（
熊
）
若
葉
小
学
校

　

教　

諭　
　

中
川　

敬
太

・
退　

職

　

講　

師　
　

藤
本　

澄
正

転

出

者

②
大
津
町
立
大
津
小
学
校

③
読
書

④
人
が
温
か
く
、
自
然
が
豊
か

な
水
上
村
で
、
岩
野
小
の
子

ど
も
た
ち
の
す
て
き
な
と
こ

ろ
を
さ
ら
に
伸
ば
せ
る
よ
う

笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
あ
さ
ぎ
り
町
立
岡
原
小
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ

④
岡
原
小
か
ら
赴
任
し
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
広
い

運
動
場
で
楽
し
く
遊
び
た
く

て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

学
習
や
運
動
を
精
一
杯
が
ん

ば

り

た

い

と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①教諭

　宇
う だ

田　展
の ぶ こ

子

①教諭

　澁
し ぶ や

谷　秀
しゅうめい

明
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保健福祉課からのお知らせ

ハートフルパスの申請・交付
が水上村でもできます！

　障がい者等用駐車場を適正にご利用いただくため、障がいのある方や要介護

状態の方、妊産婦の方など歩行が困難と認められる方に対して、県内共通の「利

用証（ハートフルパス）」を交付しています。

　その手続きが、平成30年４月から役場の保健福祉課でもできるようになりま

した。

　県庁の障がい者支援課または各地域振興局の保健福祉環境部（保健所）で

も、これまでとおり受け付けています。ご都合の良い場所でお手続きくださ

い。

　　対象となる方

下記のいずれかにより、歩行困難な方。

・身体障害者手帳をお持ちの方で下記の表に該当する方

・療育手帳をお持ちの方で障がい程度欄が「A」の方

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方で等級が「１級」の方

・介護保険被保険者証をお持ちの方で要介護状態区分が「要介

　護１」以上の方

・指定難病医療受給者証をお持ちの方　

・妊産婦で妊娠7か月から産後3カ月の方

・けがなど医師の診断により歩行困難と認められる方

身体障がい

区分と等級

視覚障がい ４級以上

聴覚または平衡機能障がい
聴覚障がい 該当なし

平衡機能障がい ５級以上

音声機能、言語機能障がいまたはそしゃく機能障がい 該当なし

肢体障がい

上肢 ２級以上

下肢 ６級以上

体幹 ５級以上

乳幼児期以前の非進行性の脳

病変による運動機能障がい

上肢機能 ２級以上

下肢機能 ６級以上

・心臓機能障がい　　・じん臓機能障がい

・呼吸器機能障がい　・肝機能障がい　　　・小腸機能障がい

・ぼうこうまたは直腸の機能障がい

・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障がい

４級以上

　申請書と合わせて障がい者手帳等のコピーをさせていただきます。

　代理人の方は代理人の身分証明書をご持参ください。

【お問い合わせ先】　保健福祉課　荒嶽　☎４４－０３１３



25 2018.5　広報　みずかみ

保健福祉課からのお知らせ

平成 30 年度からの介護保険料が以下のとおりに変わりました。

水上村の平成 30 ～ 32 年度の保険料の基準額 74,400 円（年額）

　この「基準額」をもとに、所得に応じた負担になるように、９段階の保険料に分かれます。

所得段階 対象となる者 調整率
保険料

（年額／月額）

第１段階

●生活保護受給者、老齢福祉年金※1 受給者で世帯

全員が住民税非課税の者

●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金

額※2 と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の

者

基準額×

０．４５

33,480 円

／ 2,790 円

第２段階

世帯全員が住民税非課税で第１段階に該当しない

者のうち、前年の合計所得金額と課税年金収入額

の合計が 120 万円以下の者

基準額×

０．７５

55,800 円

／ 4,650 円

第３段階
世帯全員が住民税非課税で第１段階に該当しない

者のうち、第２段階に該当しない者

基準額×

０．７５

55,800 円

／ 4,650 円

第４段階

本人が住民税非課税で、世帯の誰かが住民税課税

の者のうち、前年の合計所得金額と課税年金収入

額の合計が 80万円以下の者

基準額×

０．９０

66,960 円

／ 5,580 円

第５段階
本人が住民税非課税で、世帯の誰かが住民税課税

の者のうち、第４段階に該当しない者

基準額×

１．００

74,400 円

／ 6,200 円

第６段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120

万円未満の者

基準額×

１．２０

89,280 円

／ 7,440 円

第７段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120

万円以上 200 万円未満の者

基準額×

１．３０

96,720 円

／ 8,060 円

第８段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 200

万円以上 300 万円未満の者

基準額×

１．５０

111,600 円

／ 9,300 円

第９段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 300

万円以上の者

基準額×

１．７０

126,480 円

／ 10,540 円

※１老齢福祉年金　明治44年（1911年）４月１日以前に生まれた方、または大正5年（1916

年）4月1日以前に生まれた方で一定の要件を満たしている方が受けている

年金です。

※２合計所得金額　「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。

【お問い合わせ先】　保健福祉課　介護保険係　☎４４－０３１３



2018.5　広報　みずかみ 26

保健福祉課からのお知らせ

平成３０年度において歯と口の健康状態をチェックする健診を実施します

❖　歯と口の健診って必要？
▶ご高齢になると、むせたり、のどにつかえたりすることが多くなり、これ

が原因で肺炎を起こすことがあります。

　また、現代医学では、むし歯や歯周病を放っておくと、糖尿病や腎臓

病、脳卒中、心臓病など全身の病気に影響するといわれています。

全身の大きな病気につながらないよう、毎年１回は後期高齢者の「歯
し か

科

口
こうくう

腔健
けんしん

診」を受けましょう。

❖　だれが受けられる？
▶75歳以上の方（65歳以上の障がい認定の方を含みます）

　※対象者へは、「歯科口腔健診＜受診券＞」を送付します。

❖　いつ・どこで受けられる？
▶年に１回（平成30年5月から平成31年3月31日まで）、水上村が契約している健診機関で受

けることができます（詳細は、役場が送付する受診券をご確認下さい）。

❖　費用はいくらかかる？
▶無　料

　※健診の結果、治療やより詳しい検査が必要となった場合、別料金になります。

　　歯科医から説明を聞いた後、ご本人が納得の上で受けてください。

❖　健診の流れは？

３　問　　診　歯や口の状態で気になることなどをお伺いします

４　歯周検査　歯・歯ぐきの状態や入れ歯、かみ合わせなどをチェックします

　　口腔検査　口の衛生状況や粘膜異常、乾燥などをチェックします

５　結果説明　健診結果票で検査結果の判定と説明、指導をします

❖　次の方も受けられる？
□　特養老人ホームなどの施設に入所されている方

□　長期間（６ヶ月以上）病院に入院されている方　　⇒

□　他の公共事業で同じような歯科健診を受けた方

なお、

◉「むし歯がないから必要ない」と思っている方　　　
⇒

◉「総入れ歯だから必要ない」と思っている方

！今回実施する歯科口腔健診は、歯のむし歯をチェックするだけでなく、歯ぐきや入れ歯の

状態、口の粘膜などの衛生状態、飲み込む機能もあわせて検査します。

【お問い合わせ先】　水上村役場保健福祉課（担当：井上）☎４４－０３１３

後期高齢者の皆様へ（ご案内）

歯と口の健診
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税務住民課からのお知らせ

国民年金保険料の学生納付特例制度について

　日本国内に住むすべての人は、20歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険

料の納付が義務づけられていますが、学生については、申請により在学中の保険料の納付

が猶予される「学生納付特例制度」があります。

申請方法

○申請場所

　お近くの年金事務所（八代年金事務所）、又は水上村役場税務住民課

○必要なもの

　１．国民年金手帳

　２．学生であること、又は学生等であったことを証明する書類

　　　（在学証明書、学生証）※有効期限、学年、入学年月日の記載があるもの

　３．印鑑

○申請期間

　過去期間：申請書が受理された月から２年１ヶ月前まで

　将来期間：申請書が受理された月の年度末（翌年３月）まで

　※１枚の申請書で申請ができるのは、４月～翌年３月までの12ヶ月です。

　（例）平成30年５月に、平成28年４月から平成31年３月までの期間を申請する場合、

　　　①平成28年度分（平成28年４月～29年３月）

　　　②平成29年度分（平成29年４月～30年３月）

　　　③平成30年度分（平成30年４月～31年３月）の申請書が必要となります。

　経済的に年金を納めるのが厳しい方は未納にするよりも、納付猶予をおすすめします！

　また、平成29年度に保険料納付を猶予されている方で、平成30年度も引き続き在学予

定の方へ、３月末に基礎年金番号が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を年金機

構から送付しております。

　同一の学校に在学されている方は、

このハガキに必要事項を記入し返送し

て頂くことにより、平成30年度の申請

ができます。（この場合、在学証明書ま

た学生証の写しの添付は不要です。）

お問い合わせ先

　水上村役場

　税務住民課　年金係（蔵座）

　☎４４－０３１６

（表面　様式）
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市房第一・第二発電所　全面更新工事のお知らせ

　熊本県企業局では、昭和 35年に市房第一・第二発電所の運転を開始し、これまで 50

年以上にわたり再生可能エネルギーである水力発電に取り組んできましたが、現在、発電

設備の老朽化等への対応が課題となっています。

　そのため、発電設備の全面更新を行い、今後も継続的な電力の安定供給を図っていくこ

ととしています。

　工事に伴い、地域の皆様にご迷惑をおかけしますが、安全管理に配慮し工期内完成に努

めてまいりますので。ご理解のほどよろしくお願いします。

【対 象 発 電 所】　市房第一発電所　水上村大字湯山字下川端1-7他

　　　　　　　　　　市房第二発電所　湯前町字下川久保4945他

【現地工事の予定】　市房第一発電所　平成30年5月下旬～平成32年1月末

【工　事　概　要】　発電設備（コンクリート基礎含む）の全面更新、導水トンネルの補修等

【お問い合わせ先】　熊本県企業局工務課　電気・調査係　☎096-333-2602（直通）

■試験の種類

　①県職員（大学卒業程度、免許資格職）

　②県職員（民間企業等経験者対象）

　③警察官（警察官Ａ）

■申込受付締切

　①～②　５月１１日（金）（当日消印有効）

　③　５月２５日（金）（当日消印有効）

■第１次試験日

　①～②　６月２４日（日）　※①～②は東京会場もあります。

　③　７月　８日（日）

※募集職種、受験資格などや受験申込書の配布場所については、熊本県ホームページを

ご覧いただくか、熊本県人事委員会事務局までお問い合わせください。

■お問い合わせ先

　熊本県人事委員会事務局　☎０９６－３３３－２７３３

　熊本県職員採用ガイド　検索

熊本県職員・警察官の採用試験を実施します



29 2018.5　広報　みずかみ

◆場所　熊本地方・家庭裁判所

人吉支部（人吉市寺町１番

地）☎２３－４８５５

◆弁護士による法律相談　有

「平成３１年３月新規学校卒業者対象

求人申込みのための事業主向け説

明会」の開催について
◆日時　５月24日（木）午後２時～午後４時（受

付：午後１時30分～）

◆場所　あさぎり町須恵文化ホール　メインホー

ル（☎４５－５５１１）

◆参加対象者　事業主ま

たは人事担当者（採用選

考を直接実施される方）

※参加については、事前申

込みをお願いします。

熊本県子ども・若者総合相談セン

ター　出張相談会IN人吉
　これからの将来が不安、人間関係で悩んでいる、

学校に行けない・行きたくない、学校を辞めてし

まった、働く気がおきない等、さまざまな悩みや

心配されていることについてご相談ください。

◆相談日　５月25日（金）

◆時間　午前10時～午後４時（※午後３時30分ま

でにご来所ください。）

◆会場　球磨総合庁舎（人吉市西間下町86－１）

中会議室

◆料金　無料

◆対象　主に15～

39歳までの方とそ

のご家族、友人、知

人、支援者等

憲法週間における無料法律相談（手

続案内）会
◆日時　５月16日（水）午前10時～午後３時（※受

付：午後２時30分まで）

お知らせ

お問い合わせ先

熊本県子ども・若者総合相談センター～COCON

ここん～（熊本県精神保健福祉センター２階）

（Tel）096-387-7000

（HP）http://kowaka-cocon.jp/

お問い合わせ先

熊本地方・家庭裁判所人吉支部（人吉市寺町１番地）
（Tel）23-4855

お問い合わせ先

ハローワーク球磨　学卒係　（Tel）24-8609

平成 30年工業統計調査を実施します
　工業統計調査は、わが国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法に基づく

報告義務がある重要な統計です。

　調査結果は、中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。

　調査時点は平成 30年６月１日です。

　調査票へのご回答をお願いします。

■お問い合わせ先　県統計調査課　☎０９６－３３３－２１７８
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 小　児　科

５

3 木
こんどう整形外科 

（TEL　46-6555）
脳神経外科小林クリニック

（TEL　38-5670）
人吉医療センター小児科

（TEL　22-2191）

4 金
そのだ医院

（TEL　43-2063）
緒方医院

（TEL　35-0131）
増田クリニック小児科

（TEL　22-3570）

5 土
古城クリニック

（TEL　44-0321）
たかの眼科

（TEL　47-2550）
たかはし小児科内科医院　

（TEL　24-2222）

6 日
宮原医院  

（TEL　42-2082）
やまむら医院

（TEL　45-0005）

13 日
渡辺医院

（TEL　42-2541）
権頭医院

（TEL　36-0008）
公立多良木病院小児科

（TEL　42-2560）

20 日
上球磨クリニック

（TEL　42-5868）
高田内科医院

（TEL　38-3677）
増田クリニック小児科

（TEL　22-3570）

27 日
横山医院 

（TEL　42-2132）
田中医院　

（TEL　38-0061）
たかはし小児科内科医院　

（TEL　24-2222）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局

５

３ 木 百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

４ 金 クスノキ薬局桜の里店（水上村） （TEL　47-8123） くま薬局（相良村） （TEL　35-1300）

５ 土 犬童薬局（湯前町） （TEL　43-3903） くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

６ 日
山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712） エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）

13 日
高階誠心堂たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　42-1117） ファーコス薬局多良木いちご（多良木町） （TEL　42-6888）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

20 日 たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　43-0221） 高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）

27 日

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

球磨郡医師会休日在宅医当番（５月）

休日当番薬局（５月）

坂本　愛
あい

ちゃん（女）
（平成30年２月16日生まれ）

水上村大字岩野

父：壮真さん　母：好さん

元気に育ってね♡

尾方いとみちゃん（女）
（平成30年２月17日生まれ）

水上村大字岩野

父：研斗さん　母：奏女さん

素敵な女性になって下さい。お姉ちゃん、

お兄ちゃんに負けないでね♡

中村　旭
あき

ちゃん（男）
（平成30年２月22日生まれ）

水上村大字岩野

父：朗さん　母：実季さん

スクスク元気に、愛情いっぱいの

優しい子に育ってね

赤
ち
ゃ
ん
ご
紹
介

訂
正
と
お
詫
び

　

４
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号
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報
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り
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あ

り
ま
し
た
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。



31 2018.5　広報　みずかみ

　４月１日（日）に開催された花

より団子マラソンの満開コース

（13.4km）スタートの様子です。

桜吹雪のなか、選手たちが颯爽と

駆け抜けて行きました。

5月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えないごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

10日・17日・24日・31日：

　　アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん

2日：燃えないごみ・鉄くず・ガラス・陶器　　　　　　※変更がある場合は、回覧します。

資源ごみ

燃えないごみ

燃えるごみ 7日・14日・21日・28日

表
紙
の
説
明

５月の行事予定

  1 日（火） 市房山開き

13 日（日） 水上中学校体育大会

17 日（木） 郡体グラウンドゴルフ

22 日（火） 郡体ゲートボール

26 日（土） スカイヴィレッジ音楽イベント「スカイフェス」

27 日（日） 郡体陸上

※予定ですので、変更になることがあります。

人のうごき
平成30年3月末現在（　）内は先月比

人口

男

女

世帯数

2,239（－16） 

1,051  （－3） 

1,188（－13） 

  899  （－2） 

ごみの分別に関するQ＆A

Q　スプレー缶・ガスボンベ類は、どうやって出すの？

A　穴をあけガスを抜いたうえで、燃えないごみの袋に入れて燃えないごみとして出してください。

Q　焼酎一升瓶やビール瓶は、どうやって出すの？

A　焼酎一升瓶やビール瓶は、販売店又は子ども会の空き瓶回収に出してください。

Q　陶磁器製（茶碗・皿）等や鏡はどうやって出すの？

A　割れていない物はそのままでも構いませんが、割れている物は危険防止のため新聞紙・厚紙で包

んで燃えないごみとして出してください。

Q　布団・こたつ布団は、どうやって出すの？

A　布団・毛布は、「布類」ではありませんので、燃えるごみの袋に入る大きさに切って収集日に燃

えるごみで出されるか、１メートル以下に切断して、直接クリーンプラザに持って行くようにお

願いします。

　　また、綿が入っている丹前、こたつ用掛け布団・敷布団、マット類も同様です。

　　指定袋に入る程度に切り、燃えるごみとして出してください。

　　　　★お買い物にはマイバックを持参しましょう

水上村役場　保健福祉課（担当：井上）☎４４－０３１３

ごみ袋
に入れ

る前に

一度確
認を！
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